






































































































さt， みなん ll•'l 心t｛ア北 イ南 ウ東 工西｝
• ゆみさんの家から見て，のぞみさんの家は、仁D の
方いにあリます。
｛ア屈は ィ屈品ゥ ゥ篇滅 ェ篇注:} 
・地図中の打点沿紐，仁互］の地図記号ぞふわされます。
















































































第 1 段階の調壺は， A小学校 (3 年生~6 年





































① IB中学校 1 方位： I③ 1 ショッピングセンター 方位：









































年生4学級 126名， 4年生4学級 119名， 5年生




















































北東 72 54 70 
東 82 76 80 
南東 61 53 58 
1 南 92 95 89 
南西 59 56 66 
西 81 77 80 
北西 64 53 68 
小・中学校 98 83 96 
工場 88 82 81 
病院 98 91 84 
消防署 78 51 30 
2 
寺院 81 78 69 
神社 90 90 89 
果樹園（くだもの畑） 68 72 58 
派出所・警察署 81 49 40 
水田（田） 68 62 51 
畑・牧草地 71 58 38 
(1) ア ◎ /x 
イ 例.4・外
(2) 57 47 70 
回答とその人数を入力して
ください。
(3) ① 南(A小）／北(B中） 58 62 71 
位置 37 60 50 
② 西（余戸駅） 21 43 58 
3 位置 43 66 51 
③ 東～南東（マルヨシ） 57 40 55 
位置 18 27 42 
記入したものとその人数を入力
してください。
(4) 東 29 35 55 
北 40 51 58 
南 40 51 62 
















































中学校 小学校平均 中学校平均 全体
1年 2年
67.6 71.7 633 69.6 6.4 
91.4 91.5 7.3 91.5 84.4 
64.4 68.5 57.5 6.5 62.0 
95.0 98.3 92.0 96.6 94.3 
75.9 78.4 59.8 7.1 68.4 
8.0 89.8 76.3 8.9 82.6 
7.8 83.1 61.3 80.5 70.9 
89.8 69.0 92.3 79.4 85.8 
50.5 76.8 80.8 63.6 72.2 
62.8 83.4 85.0 73.1 79.0 
38.8 60.6 4.3 49.7 47.0 
60.8 78.6 70.5 69.7 70.1 
8.4 86.9 8.5 87.6 8.1 
60.8 8.6 58.3 74.7 6.5 
43.7 5.2 49.0 49.4 49.2 
74.4 61.8 59.8 68.1 63.9 
70.7 40.7 52.3 5.7 54.0 
59.5 67.0 62.0 63.2 62.6 
64.1 73.5 68.0 68.8 68.4 
62.1 60.2 53.8 61.2 57.5 
57.1 67.0 42.8 62.0 52.4 
68.7 62.l 5.0 65.4 60.2 
53.7 70.l 51.3 61.9 56.6 
5.3 59.6 32.3 57.5 4.9 
75.9 52.7 41.5 64.3 52.9 
57.4 52.6 54.5 5.0 54.8 
57.4 5.7 56.0 56.6 56.3 
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る部分があることをお断りしておく。 (7) 前掲「松山市標準学力検壺の結果と考察」 7
(5) S . B . メリアム『質的調査法入門ー教育に 頁。













『歴史学研究』第755号， 2001年，のち『歴 (1) 調壺全体の設計や運営については，私と藤本
史学と歴史教育の構図』東京大学出版会， 昭二（松山市学校教育課）があたり，実際の









ところが大きかった。代表的なものとして， (13) 他にも，南門を北門としたり（小4), 正門
志水宏吉編『教育のエスノグラフィーー学校 と北門としたり（小4), 異なった校舎を西











年）参照。 大路書房， 1997年） 75 -76頁。
(15) その点で，「指旅行」などの実践は，現在で (18) この調査結果をいくつかの機会に発表し
も，その有効性を失っていない（寺本潔・池 て，実際に小・中学校の先生方に検討してい
俊介編著『アイデアいっぱい地図授業』日本 ただいたが，学習者の主観的な意味づけ，つ
書籍 1990年）。 まずきの理由については，これまで思いつか
(16) この学習のつまずきを素朴理論として位置 なかったが，納得できるというものが多かっ
づけて克服の方法を考えることが必要であ た（愛媛県教育研究協議会第45回社会
ろう（今井むつみ・野島久雄『人が学ぶとい 科夏期研究会，歴史教育者協議会第59回全
うこと』北樹出版，2003年，106頁）。そして， 国大会第15分科会など）。
この克服が教授者（教師）と学習者という枠
-83 -
